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犬
柚
白
括
質
比
長
姐
(
一
犬
枕
由
枕
質
心
喜
劇
掛
者
の
見
解
い
者
修
桔
・
と
す
る
も
の
い
剖
直
接
消
費
柑
と
す
る
も
白
凶
引
他
自
且
解
二
犬
軸

白
瞳
却
…
山
犬
柑
長
所
一
川
一
品
拍
技
術
上
川
佐
平
誠
一
向
上
川
排
出
制
行
政
上
川
純
一
間
且
副
官
枇
却
上
川
川
政
収
入
上
川
犬
一
世
内
判
明
日
刷
、
け

21訓
柑
上
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財
此
収
入
よ
川
崎
凶
柑
技
術
上
川
制
凶
上
帯
広
主
人
世
よ
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段
犬
柑
内
説
柚
方
訟
『
一
犬
枇
白
鵠
柏
山
田
有
A
北ハ山
H
例
い
倒
枇
地
方
枇
並
行
す
る
も
の
ろ
持
て
醐
株
、
今
地
方
稀
た
る
も
由
は
市
町
村
枇
k

)

)

}

)

】

ず
る
も
自
に
府
肱
抽

X
は
市
町
村
枯
と
す
る
も

O
B
則
論
、
地
方
枕
に
越
す
る
こ
と
1
説
柑
物
件
の
帥
質
上
2
此
枯
白
目
的
上
3
軸
卒
共
他
棋
枕
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訟
の
決
定
上
川
枇
収
入
上
初
附
腕
枕
に
塑
，
る
こ
と
同
課
砧
物
件
川
北
根
本
川
凶
小
山
仙
抽
的
組
岡

ω止
後
一
定
月
間
山
犬
一
川
川
逸
に
よ
る
免
枕

同
軸
軸
義
章
一
則
明
替
相
側
芯
及
結
中
山
定
め
方
一
川
口
比
制
税
同
川
県
叫
枕
刷
用
訟
に
よ
る
も
の
制
樋
蜘
に
上
る
も
白
川
犬
山
大
き
に
よ
る
も
O
小
川
市
町
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緒
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犬
枕
乙

ν
ふ
正
‘
我
同
闘
で
は
地
方

ω
一
…
雑
械
税
で
、
極
め
て
小
ち
な
重
要
し
h
r
持
に
な
い
。
で
通
常
.
之
に
う

ヨE
・
あ
ま
・
り
に
設
意
が
柚
酬
は
れ
軒
、
特
別
な
る
桝
究
も
乏
し
き
所
で
ゐ
る
o
質
は
私
自
身
も
此
迄
殆
ん
げ
と
問
題
ぜ

す
る
に
足
ら
ぬ
も
の
ご
し
て
居
っ
た
の
で
あ
る
が
、
個
々
之
に
関
司
る
質
蹴
か
ら
し

t
.
貴
き
ヒ

y
ト
を
得
て
、

自
ら
熟
考
し
て
も
見
・
真
ら
仁
文
献
を
悶
除
し
て
も
見
た
所
が
、
積
ん
で
一
の
細
っ
た
も
の
芭
な
b
、
其
が
臓
が

て
賞
際
改
革

ω資
料
た
る
の
値
ゐ
b
t
自
信
す
る
に
至
っ
た
の
で
、
之
を
慈
仁
畿
表
し
て
、
斯
問
題
に
つ
、
主
責
任

あ
る
人
の
縛
め
に
、
資
料
を
提
供
し
ゃ
う
ざ
忠
ふ
。
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一
段
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税
の
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質
及
長
短
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犬
税
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質
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犬
税
は
間
半
者
に
よ
り
て
色
々
に
見
ら
れ
る
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多
数
卒
者
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解
ー
ー
は
或
は
之
を
蒼
修
税
ご
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L
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或
は
之
を
直
接
消
費
税
正
す
る
も
の
で
ゐ
る
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そ

L

て



、，J

い
奔
修
稔
ご
す
る
も
の

1
ー
の
中
に
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修
税
に
屈
す

E
錦
し
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詰
乙
、
引
，
或
は
他
械

の
枕
に
麗
し
っ
、
此
に
も
属
す
ご
錯
し
{
諒
一
一
)
、
…
山
或
は
む
し
ろ
此
に
濁
す
ご
錦

L
(武
一
一
一
)
心
或
は
附

E
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て
此

に
風
す
ご
錯
し
信
仰
)
‘
リ
戒
は
此
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近
親
関
係
に
あ
る
税
芭
錫
す
(
註

Z
o
如
何
仁
も
犬
枕
は
大
部
分
、
脊
修
用
的

犬
に
課
す
る
も
り

Z
は
い
べ
ゃ
う
、
戒
は
主
J

と
し
て
此

ω如
き
も

ω
に
課
す
る
も
の
ご
い
へ
や
う
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其
鮎
か
ら
し

て
饗
修
枕
ぜ
も
い
へ
や
う
が
、
併
し
者
修
用
た
ち

F
る
も

ωに
も
一
蹴
せ
ら
る
、
以
上
は
、
全
〈
比
内
如
き
も
の
だ

ご
は
何
ご
し
て
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へ
な
い
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0
随
っ
て
前
記
瓦

ω見
解
中
・
英
一
比
一
二
は
採
る
を
符
向
。
袋
一
二
、
問
、
五
、

的
三
見
解
は
之
に
つ
き
支
障
な
き
見
解

T
は
め
る
り
れ
い
と
も
、
分
類
ご
し
て
は
共
れ
で
は
明
確
を
快
〈
の
械
が
ゐ

る。

エ
ベ
ル
ヒ
、
ケ
ク
ペ
、
ヘ
ツ
ケ
ル
、
グ
ル
ン
ツ
L

ル、

t
i
リユ
l
、
加
藤
晶
、
之
世
帯
修
枕
・
と
す
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1
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白
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て
位
、
主
と
し
て
不
用
な
る
消
費
白
枕
と
L
で
行
は
る
る
を
符
主
い
ふ
て
居
り
.
前
1

り
Z

I
は
、
相
封
に
此
の
如
き
性
貨
を
布
つ

ιい
ふ
ζ

と

、
、
、

な
し
に
、
曲
部
制
に
入
れ
ら
る
る
を
持
と
い
A
て
居
り
、
何
h
O

も
犬
粧
を
者
修
枕
に
入
れ
る
に
ワ
い
て
何
祖
か
不
安
を
い
だ
い
て
府
る
。
仰
叉
、
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1
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は
、
此
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が
者
m
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柑
と
き
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る
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御
と
錯
し
、
レ
L
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ヴ
ト
日
、
犬
枕
は
一
般
に
者
酔
消
費
柑
と
阿
A
b
る
る
と
錯
す
。
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チ
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ヵ
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1

、
ク
ル
カ
『
都
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あ
る
o

山
ほ
、
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ラ
イ
ン
ウ
ヱ
ヒ
タ
ー
は
、
山
々
に
し
て
此
積
枕
出
事
修
暗
と
も
い
は
れ
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錦
す
。
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陸
ご
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フ
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M
ヂ
ス
は
、
犬
祉
は
、
僻
A
V

犬
を
持
っ
と
と
が
必
ず
し
も
者
停
に
用
立
た
ず
L
て
、
或
融
情
的
目
的
に
用
立
つ
主
も
、
む
し
ろ

地
帯
修
枕
に
周
す
と
い
ふ
。
耐
眼
前
世
一
、
ェ
1

4

ル
ヒ
、
前
5
9
ユ
t
品世間。
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田
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ン
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ン
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犬
山
却
さ
財
陸
自
上
に
識
せ
ら
る
る
・
と
き
に
は
、
此

ω
如
告
枇
は

時
主
し
て
柿
約
挫
助
的
(
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修
柑
的
)
性
質
を
躍
る
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号
ン
ベ
ル
ト
阻
、
之
正
以
て
.
者
修
枇
と
戒
註
判
闘
係
を
一
市
し
た
る
底
掠
前
拘
置
枕
だ
と
し
て
居
る
ロ

グ
ヲ

I
7
は
、
犬
説
を
者
樺
枕
と
す
る
ζ

と
は
疑
問
だ
、

wれ
ど
も
、
此
が
多
〈
耐
場
舎
に
車
修
稀
的
目
的
を
充
た
す
か

ι、
此
山
如
曹

6
 

も
の
と
し
て
取
批

A
o
-
-一
世
人
白
蛇
誼
に
依
る
と
犬
枕
は
決
し
て
何
凪
に
も
、
貨
際
的
者
修
精
、
と
し
て
成
作
せ
し
め
ず
と
い
ふ
。
倫
H
前
由

(
註
穴
}

位

t
z
I
4
ル
ヒ
、

r
B
P
J
E
、
詰
一
↑
一
、
ベ
ヲ
フ
エ
ル
ヂ
ス
審
問
。

み
直
接
消
費
枕
ご
す
る
も
の
ー
ー
は
可
な
り
じ
多
い
詰
七
)
O

此
は
前
者
に
比
し
-
し
は
無
理
が
な
い
。
負
婚
の

直
接
閥
接
か
ら
い
ム
て
も
、
納
税
義
務
者
を
携
枕
指
定
者
正
す
る
税
ご
し
司
、
直
接
税
ピ
見
て
良
〈
、
世
匝
帳
枕
従

率
・
枕
の
意
味
に
於
げ
る
直
後
及
間
接
税
ご
い
ふ
e

」
己
か
ら
い
ふ

τも
m

多
少
永
紛
す
る
物
じ
基
語
、
従
ふ
て
長
岡
帆

に
依
り
謀
す
る
も
の
己

Lτ
直
接
税
正
し
T
J
b
良
い
。
但
し
業
第
一
見
解
に
劃
し
て
は
、
夫
の
産
業
用
の
犬
に
つ

い
て
閥
傍
負
携
ご
な
る
可
抱
性
の
あ
る
こ
ピ
か
ら
し
て
異
論
が
出
で
や
う
が
、
其
ピ
て
も
、
立
訣
者
の
意
思
は
、

之
に
つ
い
て
も
綱
枕
義
務
者
に
悌
枕
せ

L
め
る
仁
ゐ
っ
た
ご
し
て
答
へ
る
ニ
ご
を
得
る
。
そ
れ
か
ら
第
二
見
解
に

謝

L
f
-
は
、
犬
を
飼
ふ
ご

ν
ム
可
動
的
出
来
事
の
現
は
る
、
に
射
し

τ訴
す
る
も
の
己
し
て
従
卒
税
で
ゐ
り
間
接

税
に
入
る
べ
し
と
も
い
は
れ
る
(
説
八
三
り
れ
ど
も
此
ご
て
其
よ

h
も
反
謝
な
る
解
蒋
も
が
成
立
つ
の
だ
か
ら
‘

ま
り
強
い
異
論
で
は
な
い
。
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、
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費
一
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中
目
悲
惨
柚
と
し
て
居
る
。

間
之
E
阜
に
直
接
消
費
枇
止
す
る
も
白
は
、
ク
ラ
イ

5
2
9
1、
3
4ル
ヒ

2
7・
パ
ス
テ
ー
プ
ル
、
シ
ル
ヲ
丸
、
プ
レ
ー
ン
て あ
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川
直
接
に
徴
収
せ
ら
る
る
消
費
枕
と
い
ふ
闘
を
使
っ
て
居
る
の
は
ヨ
ツ
サ
、
ヲ
ゥ
、
ヮ
ル
力
、
ロ
ツ
シ
ア
ー
で
あ
る
。

(肱
A
)

ケ
ッ

.t
シ
1

1

4

ル
ト
、
共
に
牽
制
栂
従
申
股
由
芯
昨
に
て
は
、
犬
枕
は
間
接
続
に
入
る
も
由
主
す
。
但
し
ケ
ツ
ペ
自
ら
目
別
の
見
地

め

か
ら
犬
粧
ま
直
接
結
と
し
て
居
る
や
う
で
あ
る
何

B
其
他
的
見
解
|
|
其
他
、
犬
税
は
撃
者
に
よ

bτ
色
々
に
現
は
き
れ

τ居
る
。
い
或
は
之
を
↑
の
使
用
税
Z

す
る
。
共
は
馬
や
車
・
の
税

z
一
緒
に
入
れ
ら
れ
る
の
だ
が
、
そ
し
て
見
械
に
よ
っ

τ共
れ
で
護
支
な
い
の
だ
が
、

併
し
犬
仁
就
い

Yτ
使
用
正
一
V

ふ
こ

t
の
何
裂
か
泊
切
で
な
い
1

場
合
が
ゐ
る
の
で
、
此
嗣
を
崩
ゆ
る
を
際
関
せ

L
め

る
も
の
が
あ
る
o

抜
に
於

τか
、
或
師
牢
者

ω如
き
は
、
出
向
や
車
や
鮒
や
の
税
芭
は
別
の
も
の
ぜ
し
、
む
L
乃
酒
や

煙
草
な
Y
」
の
枕
吉
一
絡
に
み
単
な
る
消
費
税
芭
す
る
も
の
が
生
じ
た
。
併
し
犬
税
を
以
て
、
酒
や
煙
草
な
H

と
の
加

〈
一
回
凶
消
費
に
よ
り

τ償
値
を
無
く
す
る
物
館
に
訴
す
る
も
の
正
一
緒
に
見
る
の
も
不
穏
嘗
の
や
う
に
思
は
る

、
。
犬
枕
は
何
れ
か
ピ
い
へ
ば
む

L
ん
岡
町
‘
車
な
ど
の
枕
ピ
一
緒
に
泣
か
晶
ぺ
告
も
の

r思
は
晶
、
。
斯
〈
て
は

或
事
者
川
町
如
〈
之
を
む
し
ろ
馬
、
車
の
枝
吉
一
緒
に
、
利
用
財
産
の
利
用
の
税

2
2
g
5
E口
問

ι
2
2昇
N
E
m
g

gロ
F
E
n
s山間
S
)
ピ
い
ふ
の
が
漣
む
べ
き
で
‘
此
れ
ど
吉
、
使
用
税

ιい
ふ
詞
か
ら
生
干
る
閤
嫌
一
を
遊
り

て
、
性
質
上
類
似
し
た
も

ωを
泊
蛍
に
分
頻
し
得
る
ζ

ご
、
な
る
。
併
し
術
語
正
し

τは
未
だ
成
熟
せ

F
る
嫌
が

あ
ま
b
行
は
れ
て
居
ら
な
い
。
戒
は
に
之
を
賦
課
消
費
税
ご
い
ム

一A
七

ゐ
h
、
後
集
者

ω体
大
で
ゐ
っ
た
に
拘
ら
争
、

齢

II! 

修
二
十
凡
巻

犬

艦

首

第
二
観

ヨ王
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諭

摘

が
ゐ
る
(
誌
九
)
O

比
は
豪
帳
枕
の
意
味
の
直
接
消
費
枕
正
い
ふ
芭
同
義
で
ゐ
っ
て
、
随
ふ
て
何
穫
が
之
に
劃
す
る
非

、.r

難
を
共
通
に
受
け
る
の
を
免
れ
な
い
。
或
は
ほ
消
費
者
に
て
徴
牧
せ
ら
る
、
者
修
枕
正
も
い
ふ
。
此
は
宜
接
消
費

税
中
的
事
骨
修
税
b

こ
し
た
り
、
直
接
消
費
税
に
し
て
同
時
に
菊
修
枕
ピ
ピ
す
る
の
=
同
じ
で
ゐ

h
、
共
等
に
劃
す
る

非
難
を
共
通
に
受
〈
品
一
-
正
に
な
る
。
へ
戒
は
所
有
税
正
す
る
が
ゐ
る
(
註
一
O
}
O

け
れ
ど
も
禁
場
合
の
分
顧
の
根

操
‘
又
は
其
土
塞
ご
な
る
分
類
共
も

ωに
異
論
な
き
飽
は
宇
で
、
極
々
し
〈
之
に
賛
同
し
難
い
。
ピ
或
は
之
を
財

産
税
正
一
却
す
(
珪
一
一
)
O

此
に
財
産
税
ご
い
よ
の
は
一
方
か
ら
い
ふ
ご
所
布
枕
吉
岡
じ
た
が
、
ヌ
別
の
意
味
に
も
な

;~ 

第
一
一
十
凡
信

ノ、
凡

第

量量

視

論

る
o

此
れ
で
は
む
し
み
前
的
所
有
税
よ
h
h狭
い
意
味
で
使
は
れ
て
居
る
が
・
共
方

r
z犬
枕
は
財
産
己
い
ふ
ニ

ご
に
目
を
つ
け
て
課
す
る
己
い
ふ
よ

b
は
、
消
費
ご
い
ふ
こ
芭
に
目
を
つ
け
て
課
す
る
ご
見
た
方
が
常
る
や
F

ヲ
で)
 

少
〈
ご
も
財
産
ご
い
ふ
見
地
の
み
炉
ら
課
す
る
も
の
で
な
い
か
鼻
b
・
適
切
な
る
現
は
し
方
で
は
な
い
。
も，a・、

あ
り
、

或
は
之
を
一
の
間
接
税
ピ
す
る
が
ゐ
る
。
共
も
牽
帳
税
従
卒
枕

ω意
味
に
於
り
る
其
れ
だ
ご
い
ふ
見
解
も
ゐ
る
司
】

ご
は
上
に
い
ム
如
く
で
ゐ

b
(註
一
二
)
、
共
に
劃
す
る
反
品
開
設
亦
上
に
い
ふ
如
く

rが
、
併
し
又
.
人
の
金
量
給
付

抱
カ
h
f
直
接
に
捕
ふ
る
の
が
斑
接
枕
で
ゐ

h
・
消
費
な
ど
に
よ

h
随
ふ
て
人
の
抱
カ
を
間
後
に
捕
ふ
る
も
の
が
問

接
税
M
L
Z

い
ふ
見
地
か
ら
す
れ
ば
.
矢
張
ha
犬
枕
は
間
後
枕

rtし
τ良
い
(
龍
一
コ
)
O

併
し
斯
hr
る
意
味
炉
ら
之
を

閥
出
世
杭
に
F

己
す
る

ωは、

得
る
に
止
ま
る
o
b
或
は
此
が
庖
接
税
に
し
て
策
ね
て
附
接
税

r
zい
ム
見
方
も
あ
る
が
{
世
一
担
、
其
れ
で
は
郁

ま

r多
数
者

ω承
認
す
る
所
ご
は
な
っ
て
腐
ら
凶
か
ら
‘
此
は
翠
に
一
的
安
考
説
ご
し

wandstellern. (Schiinberg， Hb 4 Aul1. llI--.J.) S. !?03. 13astable， P. f. 3 
ed. p. ~?l. ~hirr~?~ Pιp~. 323田l'}ehn.V.， r: 5 ed. -p. 1)5 
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一
厨
不
明
ご
な
る
町
ぬ
戒
は
之
を
円
的
税
己
す
る
。

(
註
一
五
)
O

併
し
必
干
し
も
常
に
然
b
さ
は
い
へ
中
、
叉
犬
税
的
凡
べ
て
の
も
の
が
円
的
税
た
る
に
過
す
ピ
も
い
へ

な
い
。

hw或
は
此
に
検
査
手
数
料

ω意
味
を
も
省
つ
ご
ゼ
ら
る
、
註
一
ム
ハ
}
O

如
何
に
も
此
意
味
が
犬
税
に
存
す
る

こ
己
は
守
は
れ
凶
が
、
併
し
此
が
本
質
又
は
重
和
は
、
共
以
上

ωも
の
で
あ
り
、

少
〈
ご
も
時
ご
し
て
此
が
目
的
税
ご
せ
ら
れ
る
こ
ご
は
め
る

(
陸
九
)

る

ωは
疑
ふ
ぺ
か
ら
?
で
あ
る
。

一
の
税
だ
ご
い
ふ
こ
ご
に
存
す

(陸
-
O
)

E
E
聞

困

J

P
E
，，、

(
桂
三
一
)

(陸一一品)

〉6
 

シ
ル
ラ
A

は
.
穴
枕
を
岡
布
的
賦
掛
枇
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
之
に
鮪
似
し
た
も
の
だ
と
い
ふ
て
時
る
d
3
 
7
 

ヶ
ッ
.
、
は
、
粗
描
を
蹄
有
枕
と
交
調
枕
と
に
分
っ
と
き
に
は
、
犬
股
が
其
白
所
布
枇
に
圏
す
と
泊
す
ω

8
 

J
v
品
シ
セ
シ
抗
、
犬
枇
配
叫
て
一
円
特
別
な
る
財
政
柑
と
訪
す
。

前
山
註
八
歩
問
。

レ
ユ

1
4
h
w
ト
は
、
犬
柑
は
或
は
直
悔
批
と
さ
れ
、
或
は
崎
出
世
祉
と
さ
る
る
。
恒
川
特
徴
&
し
て
負
婚
の
山
抱
川
抱
を
取
れ
ば
此
が
疑

9
 

も
な

t
、
直
接
拾
で
あ
っ
て
、
給
付
能
力
を
直
接
又
は
間
接
に
考
察
ナ
る
止
い
ふ
と
と
ur

ら
し
て
陪
間
接
柑
だ
と
い
ふ
副

コ
シ
ラ

l
y
白
い
ふ
如
〈
、
給
吋
能
力
が
各
倒
の
認
枕
の
場
合
に
確
定
せ
ら
る
る
か
、
支
出
町
迂

M
に
よ
り
て
出
せ
ら
る

の

る
か
に
怯
る
別
を
低
技
附
接
税
の
別
と
す
れ
ば
、
事

t
山
祉
、
例
之
、
犬
軸
は
底
抜
和
て
あ
っ
て
問
時
に
間
接
枇
だ
ξ

V
ふ
と
居
る
叫

(
註
-
五
)

h

V

A

-

-

ヘ
ル
卜
は
、
往
々
に
し
て
市
町
村
が
其
分
前
を
一
定
自
目
的
、
特
に
救
貧
に
使
用
す
る
ζ

と
に
定
め
た
と
い
ふ
が
、
引
際
ザ
ク

セ
シ
の
地
方
犬
稀
封
書
う
で
あ
っ
た
句
何
又
、
考
方
に
よ
り
て
は
犬
柚

E
一
の
目
的
枕
と
す
る
と
し
て
、
枇
官
察
費
に
充
て
た
方
出
一
一
層
趨
切
と
も

(
桂
一
回
)

ケ
ッ
.
へ
は
、

且
ら
る
る
。
詳
し

t
い
ふ
と
.
比
が
一
白
者
掛
時
だ
と
い
ふ
勅
か
ら
し
て
は
救
貧
貨
に
向
け
る
に
越
す
る
し
、
比
出
掛
生
静
務
上
。
目
的
を
有
つ

〔陸=。枕であ
り
鋪
ね
て
其
鵡
胃
袋
手
指
料
た
る
官
時
あ
る
拙
か
ら
い
ふ
と
、
響
楽
費
に
向
〈
べ
き
も
の
と
す
る
。

シ
ユ

1
ペ
ル
ト
位
、
先
枕
は
或
意
味
に
て
は
岡
家
よ

md街
止
瞥
察
よ
の
且
地

b
b犬
の
所
持
人
白
昼
め
に
行
は
る
る
監
督
及
性
意
戸
町
一
品

請

議

犬

第
二
十
λ
轡
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n
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e
a山

u
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前

震

λ 

一
九

O

沼

田
報
償
・
と
し
て
も
現
は
れ
、
随
ふ
て
此
が
此
方
向
に
於
て
多
少
、
手
借
料
自
性
質
に
近
づ

t
k
い
ふ
。

犬

積

歯

第
ニ
十
λ
巻

第

斡

ニ
犬
枕
の
長
短

A
犬
枕
の
長
所

い
課
税
技
術
上
l
|
此
犬
税
に
は
第
一
に
、
此
が
課
税
物
件
が
表
現
的
で
.
外
部
か
ら
容
易
仁
捕
捉
せ

ιれ

τ.
抽
出
腕
困
難
り
も
の
で
ゐ
る
の
み
な
ら
す
、
多
少
織
鋭
的
存
在
h
r
h
有
し
て
一
一
府
此
が
捕
捉
を
終
日
押
な
ら
し
か

る
も
の
に
己
い
ふ
こ
吉
富
一
さ
が
あ
っ
て
、
其
潟
め
自
ら
古
〈
か
ら
し
て
一
の
租
枕
正
し
t
窪
ま
晶
、
ニ
ピ
仁
な

っ
た
の
で
あ
る
。
比
が
賞
に
此
税
の
重
要
な
る
長
所
で
な
り
れ
ば
な
ら
向
。

(
陸
-
七
}

エ
1
4
ル
ヒ
は
、
犬
騒
を
も
告
め
た
る
直
接
前
斑
融
制
、
主
と
し
て
唯
官
、
ホ
昔
時
宜
趣
じ
て
使
用
又
は
消
費
に
堪
へ
、
且
つ
共
性
質

に
依
れ
ば
曲
廿
易
に
は
隠
世
主
れ
ざ
@
物
件
に
白
み
操
骨
ら
る
る
の
だ
と
い
1

・t
t
陪

ι出、
d
エ
シ
セ
シ
も
、
持
鎖
的
且
つ
有
M

略
的
財

ι目
、
眼
軸

日
に
於
吋
る
尉
有
E
基
礎
自
ょ
に
、
等
身
に
融
和
せ
ら
る
る
を
符
と
い
ふ
て
居
る
岨

み
会
一
中
課
税
上
|
|
此
税
の
課
税
物
件
は
一
の
飽
カ
堂
本
す
、
俄
A
T
此
に
て
義
務
者

ω金
き
能
力
の
大
事
及

品
質
が
現
は
れ
ぬ
に
せ
よ
、
一
の
能
カ
を
示
す
。
叉
其
犬
が
如
何
な
る
秘
類

ωで
あ
っ
て
も
、
持
主
じ

E
b
τ
は

何
程
か
之
を
養
ふ
げ
い
り
の
俄
カ
ゐ
る
-
』
ご
を
意
味
す
る
(
惜

-
5
0
特
に
愛
犬
に
歪
b
て
は
最
多
く
者
修
を
表
示

L
、
独
犬
山
町
少
か
ら
古
る
も
の
も
亦
然
り
で
あ
b
、
此
等
的
場
合
に
て
は
其
の
税
が
者
修
枕
的
意
味
を
有
?
』
吉

に
な
る

L
、
番
犬
に
歪
て
は
者
修
用
正
も
い
へ
な
い
仁
せ
よ
、
持
主
仁
於
り
る
或
保
護
す
べ
き
依
カ
川
町
表
示
芭
は

Bilinski. Die Luxussleucr. S. 141. 
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い
ひ
得
る
。
此
に
て
其
飽
カ
を
推
定
し
て
、
之
に
一
の
税
を
課
す
る
の
は
少
し
も
不
都
合
で
は
な
い
。
地
能
カ
仁

臆

宇

品

上

に

τ多
少
一
的
侠
貼
は
他
的
消
費
税
己
共
仁
避
り
ら
れ
凶
仁
せ
よ
・
其
結
に
於
て
他
的
消
費
税
に
劣
る
正

い
ふ
ほ

Y
』川り・』

Z
は
な
い
。

{陸

-
A
}

ν
a
-事
ツ
ト
は
、
犬
崎
山
存
立
迎
山
は
、
M

押
蝉
楳
唱
に
依
る
給
付
能
力
の
捕
捉
に
存
す
と
伐
L
、
ワ
ル
力
1
は
、
脅
修
犬
と
北
他
山
犬

と
由
恒
例
離
に
か
か
は
ら
ず
、
犬
枇
廿
時
も
白
日
正
前
と
す
べ
脅
も
の
だ
と
犯
す
。
テ
ス
カ
は
犬
鞄
を
も
合
む
消
費
柑
に
つ
L

て
、
悦
践
的
批
が
或

所
仰
と
融
付
〈
と
い
ふ
考
か
ら
出
品
目
す
と
伺
し
、
エ

1
4
ル
ヒ
も
、
之
を
以
て
一
白
岩
修
枕
と
日
L
、
或
六
社
所
得
を
設
は
す
則
山
内
使
川
山
科
だ

と
い
ん
。
彼
は
又
川
町
凪
に
で
、
持
制
掛
川
其
仙
特
別
な
る
口
的

yhm立
つ
犬
柑
が
行
此
れ
ず
、
又
位
制
川
判
官
わ
れ
て
陪
る
臓
に
て
H
.
4
A
和
町
営

修
抑
費
税
と
し
て
の
性
質
が
明
か
に
却
は
る
と
い
ふ
。
プ
レ
l

y
も
、
此
時
間
帯
修
物
姐
配
掛
軸
物
件
&
す
る
の
は
、
正
首

ιし
て
趨
常
で
あ
る
。

川
伺

何
と
な
れ
ば
、
其
偵
川
は
支
抑
能
力
山
間
明
と
相
務
き
る
る
か
ら
と
い
ふ
e

は

警

察

行

政

上

|

|

犬

は

往

々

に

し

て

衛

生

上

、

危

険

な

る

病

気

を

持

も

、

其

鴻

め

人

聞

に

樹

し

救

ひ

難

き

(
 

申
官
を
奥
ふ
る
の
み
な
ら
宇
、
共
他
山
岡
係
じ

τも
人
に
傷
害
を
奥
ふ
る
可
能
性
が
め
っ
て
、
裳
犬
的
一
致
め
出
来
る

H
h
u
少

量

こ

ご

の

望

ま

し

〈

且

つ

少

〈

正

も

布

に

之

全

検

査

し

取

締

を

錯

す

べ

き

も

の

さ

す

る

。

そ

し

て

此

に

謀

税

が

存

す

る

ご

い

ふ

こ

ぜ

は

此

が

歎

の

制

限

ご

も

な

b
・
併
せ
て
検
査
刷
行
を
助
〈
る
こ
ご
に
も
な
る
富
一
九
)
O

... 
、
、
、
、
、

υ犬
枯
に
は
一
白
能
力
に
臨
じ
た
課
税
を
ず
る
と
い
ふ
財
政
上
自
目
的
白
外
に
、
静
曲
草
川
的
出
並
行
す
以
と
す
る
も
の
は
多
い
。
倒
之
、

ア
オ
ツ
ケ
は
、
犬
勧
は
純
然
た
る
消
費
酷
て
な
〈

L
て
、
同
時
に
、
犬
由
般
を
制
限

L
、
且
つ
之
が
肢
骨
を
貨
行
す
る
錦
め
の
帯
設
上
白
手
段
だ

〔
陸
-
九
)

と
錯
し
、

4
ラ
フ
孟
ル
戸
見
も
、
犬
稔
は
一
部
、
韓
築
技
術
ょ
の
勤
棋
と
結
付
〈
。
何
ぜ
と
な
れ
ば
此
が
軟
盤
的
樟
疫
と
紺
吋

e、
之
に
よ
り
て

危
険
な
る
犬
。

E
U削
減
少
せ
ら
品
る
か
b
と
い
H
V

、
其
他
、
内
グ
ケ
ル
、
ェ

1
4
ル
ヒ
、
ウ
y
T
z
y
バ
ッ
ハ
、
グ
ラ
l
ァ、

r'シ
完
キ

1
.

歯

蟻

犬

糧

首

第
二
十
A
巷

丸

第

緯

丸

Kiippe. a. a. O. S. ~3S. 
Schubert， a. a. O. S~-286. Birnbaum. Die gemeindlkhen Steuersysteme 
Lm Deutschland._S. 314~ 
Sch..bert. a. a. O. S: 2R4. 
Eheberg. Fw. S. 511-512. jensen. ]. c. p. 294 
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ラ
ゥ
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
、
パ
ス
テ
ー
プ
ル
、
プ
レ
l
y
、
古
l
p
品

1
、
等
比
と
同
趣
意
。
ゃ
う
て
あ
る
ロ

、
、
、
、
.

川
吋
犬
枕
に
て
は
此
特
揖
よ
山
目
的
が
む
し
ろ
主
N
的
と
な
る
と
す
る
が
あ
る
白
例
之
、
ッ
エ
ラ
1
位
、
犬
植
は
主
と
し
て
、
犬
山
般
を
制
限
し
、

(
 

、
、
、
、
、

且
つ
不
断
の
監
背
由
下
に
世
tζ
と
の
静
務
上
。
目
的
を
ふ
伺
う
と
鋸
L
、
ス
タ
ン
プ
も
犬
枕
は
餌
る
小
な
財
政
上
山
考
に
て
且
つ
暗
ん
E
去
〈
酷

百旨

犬

論

第
一
戸
十
八
巻

第

規

O 

議

説

拍
車
上
の
班
山
田
持
品
に
課
枯
ぜ
ら
恥
た
。
卸
ち
輿
論
出
犬
山
有
害
に
つ
奇
絶
叫
し
、
ピ
ッ
ト
が
之
を
枇
'
A

侭
め
に
此
祉
を
採
る
こ
み
』
と
な
っ
た
目

だ
と
い
ふ
。
加
藤
氏
も
同
じ
見
E
M
る
@

り
附
随

P
雲
上
白

H
E
l
-
-
1
1ロ
ヴ
シ
?

i

u

、
替
え
に
つ
い
て
、
た
川
崎
随
的
に
雲
上

ω
剛
山
あ
り
と
い
ふ
て
府

加
可司。

S
 

4
む
し
ん
静
世
間
目
的
主
否
定
す
る
も
白
は
レ
A

ミ
ッ
ト
で
、
彼
は
、
恐
水
病
の
危
険
は
今
日
に
あ
り
て
は
最
早
存
在
せ
白
と
い
ふ
て
居
る
c

が
未
だ
半
か
に
此
に
賛
同
す
る
と
、
と
は
向
車
t
v
。

に
経
済
及
枇
曾
政
策
上

l
ー
一
元
来
、
犬
ご
い
ふ
も
の
は
、
人
世
に
ご

h
て
何
等
か
意
義
ゐ
る
も
り
で
は
あ
る

(
 

が
、
共
倒
養
に
は
可
な

h
の
食
料
を
要
し
、
共
の
過
多
さ
な
る
こ
さ
は
、
人
間
自
身
の
食
糧
問
題
り
上
が
ら
も
不

刺
ご
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
犬
の
肉
を
人
間
り
食
用

Z
す
る
の
習
慣
で
も
ゐ
れ
ば
、
人
間
山
食
油
的
助
に
な
る
の

で
ゐ
る
が
、
我
闘
に

τは
此
が
乏
し
〈
、
郎
も
此
紡
仁
於
て
牛
馬
古
巣
hJ
、
其
の
増
税
が
人
間
に
ご
り
で
食
柑
を

充
賞
す
る
よ
h
は
む
し
ろ
之
を
減
輸
す
る
の
結
果
を
欝
ら
す
。
そ
れ
か
ら
犬
を
人
の
労
働
の
代

h
に
又
は
助
ご
す

る
ニ
イ
」
も
亦
極
め

τ狭
き
範
囲
(
牧
畜
、
牽
単
)
で
行
は
る
る
所
で
ゐ
っ
て
、
大
世
に
て
は
享
築
用
己

L
Jし
用
ゐ
ら

る
、
の
で
ゐ

b
、
此
鮎
hr
ら
し
て
も
之
が
増
加
が
経
済
上
望
ま
し
き
も

ω
で
は
な
い
o
r
h
r
ら
し

τ、
之
を
税
に

よ

b
て
抑
制
す
る
ご
い
ふ
こ
正
は
、
な
し
ろ
経
憐
政
策
並
に
枇
曾
政
策
上
有
益
な

h
z
L
τ
可
い
。

Schmidt. a. ~. O. S. (目 Wa]cker.a. a. O. :). 8，目 Tyszl日， a. a目0.5.
228. Ehebel'g， Fw. S ιr2. Derselbe. Gru.ndriss-. S. 174. nehn， 1. c目 p.
135 
Vocke. Fw. S. .362. _ Bela ~Földes._~. a._ q. 5: 5~9. l!eck.~!l. a..:.， fl~ O. S目
290. Eheberg. Grundriss. S. 174. Umpfenbach，-:F'w" S. 286. Graf. a. a 
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)
 
何
財
政
牧
入
上
-
|
|
此
税
が
ゐ
ま
り
多
〈
は
な
レ
仁
せ
よ
、
何
程
か
の
股
入
を
供
す
る
Z
い
ふ
唱
』
正
は
、
之

が
重
い
長
所
で
は
な
い
に
せ
よ
、
尚
一
の
長
所
ピ
し
工
数
へ
立
て
る
こ
ど
は
出
来
る
(
竺
=
リ
)

回

(
控
ニ
ロ
)
加
藤
氏
炉
、
此
揖
を
以
て
財
政
上
少
か
ら

T
る
草
M
r
を
省
す
と
い
ふ
自
は
、
少
し
〈
言
世
過
ぎ
で
は
あ
る
が
、
此
祉
部
財
政
上
軒
い
間

度
内
重
吉
は
持
つ
。

)
 
B
犬
枕
の
一
知
所

(
 )
 
いH
公
平
課
税
上
|
|
犬
税
に
は
色
々
の
繰
貼
を
件
ふ
が
、
第
一
に
公
平
課
税
ピ

L
τ
不
満
足
の
も
の
で
あ

る
。
之
を
献
す
る
Z
し

τ
一議
-
Z
い
ふ
こ
さ
も
出
来
ま
C

(
、
椅
々
共
用
途
に
よ
ち
て
差
等
を
つ
り
て
課
す
る
古

し

τ
、
き
て
同
一
用
途
ご
し

τも
各
犬
の
欄
伯
に
よ
り
て
向
差
等
が
ゐ
る
の

rが
共
れ
ま
で
も
考
慮
す
る
こ
ご
は

煩
に
過
ぐ
る
こ
ピ
ご
な
る
の
で
、
之
を
無
謝
す
る
ご
き
は
英
蕗
に
能
力
に
聴

ιて
不
会
準
己
な
る
の
は
品
目
れ
な
い

し
、
恨
h
に
其
々
の
用
途
、
倒
値
を
考
慮
し
て
課
税
し
た
ご
し

τも
、
向
ほ
共
は
犬
に
現
は
れ
た
能
力
の
犬
小
を

見

τ諒
す
る
に
止
ま
h
、
北
一
持
主
又
は
飼
主
の
全
き
人
的
給
付
飽
力
に
は
必
や
し
も
臆

ιて
居
ら
ぬ
ご
い
ム
を
兎

れ
な
い
話
ニ
一
)
。
比
ゆ
如
き
は
消
品
質
枕
共
通
り
銚
鮎
で
ゐ
っ
て
・
出
羽
抑
加
す
ぺ
き
も
の
ご
は
す
る
が
、
併
し
兎
も

角

一
の
快
紡
で
は
ゐ
る
ψ

(
註
ニ
-
)

ナ

λ

カ
は
、
人
白
山
市
北
に
於
て
、
共
人
白
所
得
を
認
め
し
め
る
と
い
ふ
挺
制
は
、
た

v或
制
脱
さ
れ
た
る
此
に
於
て
の
み
正
し
止
措

L
、
ス
タ
ン
プ
位
、
両
人
志
、
犬
枯
を
抽
力
耽
と
は
且
る
を
仰
向
。
此
枕
は
ん
一
ー
は
愉
駕
時
と
均
し
〈
、
非
財
政
設
と
し
て
存
立
す
と
い
ふ
。
加
藤

氏
史
犬
の
所
有
は
持
主
由
給
付
随
力
を
あ
ま
り
に
僅
か
義
司
市
す
と
し
て
居
る
叫

諭

議

第
二
十
八
巻

一
九
三

犬

枯

第

脱

論

O. S. rq6. Bilinski. a. a. 0目 S.150. Ral1， a. u" O. S. 234. Schuber!， a 
a. O. S~ 28r. llastable， 1. c・p.501. P1ehn， l.・ K・p.J 35. -Beaulieu， 1. c 
p. 434. 
Zeller: a. a. Q. S噌 6g6._Stamp， The fundamc:nta1 prIllciples of taxation. 
p. 186. Kato. a. ;1. O. S. 80・
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最
国
間
犬

第
二
十
λ
を

積

一
九
四

画
ろ
財
政
枚
入
上
|
|
比
税
の
今
一
の
根
本
的
検
知
は
、
宜
(
枚
入
の
あ
ま

h
に
大
な
る
も
の
で
は
な
い

E
い
ふ

.
、
ご
で
ゐ
る
o

此
は
貨
に
守
ふ
べ
か
ら

F
る
事
質
ザ
ル
(
儲
ニ
二
)
。

前

第

観

(
陸
ニ
ニ
)

犬
粧
を
合
む
や
う
な
者
修
枕
又
阻
車
抽
出
品
封
脆
が
共
牧
入
白
晶
ま
り
事
〈
な
い
乙
と
は
7
4
4

ツヶ、

Z
I
ペ
ル
ヒ
、
.
へ
ラ
フ
ヱ
ル
ず

ス
、
グ
ル
y
ツ
Z

ル
，
へ
ツ
ケ
ル
、
プ
レ
l
u
J
、
シ
ル
ヲ
λ

部
諸
多
仙
人
山
一
帯
に
い
ム
バ
だ
。
伯
ほ
、
パ
ユ
テ
ー
ブ
ル
は
、
特
に
犬
枕
は
恰
か

:

〉

も
其
が
枇
官
官
前
よ
り
方
便
た
る
白
趣
向
か
む
、
共
枕
申
が
低
t
定
め
ら
れ
、
共
の
大
な
る
財
政
上
自
倒
値
E
此
ふ
と
こ
と
な
る
と
い
ふ
て
尉
る
国

)
 
は
献
枕
技
術
上
に
は
、
此
税
で
は
義
務
者
が
集
中
し
て
居
ら
す
、

h
u
し
ろ
分
散
し
て
居
る
の
が
第
一
、
徴
枕

(
 

主
百
四
例
で
あ

h
{桂
三
品
)
、

thれ
に
彼
縫
務
省
内
周
出
L
待
つ
古
い
ム
ミ
ご
が
あ
っ
て
認
に
益
々
遮
肱
凶
間
協
を
作

る
正
い
ふ
・
」
ご
が
あ
る
(
融
ニ
凹
}
。

の
み
な
ら
争
、
其
聞
に
は
時
正
し
て
、

二
重
取
も
行
は
れ
る
ご
い
ふ
不
都
合
が

生
じ
得
る
。

シ
ル
ヲ
ス
は
、
分
位
し
た
前
曲
目
脅
か
ら
し
て
臨
す
る
よ
り
も
、
製
越
の
特
断
な
る
段
階
に
C
楳
ナ
る
ζ

と
に
よ
り
て
.
耽
入
量
集
め
る

〉溜

由
回
一
層
帯
昂
且
つ
多
収
だ
と
い
ふ
て
居
る
。

(
健
ニ
三
)

英
闘
に
て
グ
ヲ
ツ
ド
九
ト
1
y
の
犬
拍
改
革
を
し
た
常
時
に
て
は
、
誼
院
が
最
普
泊
で
る
ワ
て
、
蹄
輯
さ
れ
た
の
は
‘
貨
際
心
犬
の
凹

也

分
一
を
起
へ
な
か
っ
た
ほ

rだ
と
い
'
t
J

(
健
二
回
}

に
経
済
上
警
察
上
人
道
上

l
t犬
は
何
椛
か
経
済
上
、
幡
宮
働
代
用
又
は
補
助
ご
な
る
の
に
、
之
に
も
課
す
る

ご
す
れ
ば
其
れ

rり
に
て
は
経
憐
低
迷
吋
上
じ
妨
害
百
な
る
し
、
犬
は
又
番
犬
記
し
て
韓
日
察
力
的
補
充
正
な
る
ピ

い
ふ
に
於
て
、

之
を
抑
制
す
る
ニ

E
は
警
察
取
締
上
、
不
得
策
ご
い
ふ
司
』
さ
も
あ
る
註

=
5
0
加
之
、
或
入
、
特

Roscher， a. a. O. S. 73 
Schmrdt， a. a. O. S. q6 
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に
臨
偶
者
不
具
者
な
ど
に

zbτ
は
.
犬
は
貨
に
比
上
も
な
さ
慰
安
者
で
あ
る
。
之
を
抑
制
す
る
の
は
人
道
上
に

も
宜
し
〈
な
い
ご
ま
で
い
は
な
〈
て
は
な
ら
な
い
証
一
一
六
百

ラ
ワ
は
此
犬
袖
山
二
心
目
的
(
犬
山
酎
白
制
限
、
犬
円
欧
齢
的
検
布
)
日
、
或
人
が
管
業
白
鵠
品
に
、
毘
は
自
己
の
安
全
の
錦
め

r
維
持

計
る
品
川
宜
あ
る
犬
に
つ
い
て
は
抵
却
す
る
こ
ま
と
な
る
と
い
ふ
凶

、
、
、
、
‘
、
、
、
、

(
陸
ニ
穴
)
シ
ユ

l
，
へ
ル
ト
は
、
犬
は
一
方
に
於
て
は
人
間
山
有
請
な
る
伴
制
・
と
な
り
、
建
物
内
番
を
局

L
、
特
に
同
合
に
て
は
家
帯
。
番
と
し

瑚

て
、
事
(
山
地
方
に
て
は
嘩
火
J

L
て
も
硝
ん

E
僻
(
〈
か
ら

rJの
も
の
だ
J
い
品
。

(
陸
二
五
)

第

fj~ 

犬
税
の
課
税
方
法

一
犬
枕

ω課
税
構
者
ー
ー
に
つ
い
て
は
先
づ
、

、.JA
英
質
例
を
見
る
の
仁
、

M
岬

ν闘
枇
地
方
税
並
行
す
る
も
の
|
|
獅
識
は
其
例

rが
、
詳
し
〈
ハ
ー
ム
ピ
共
は
各
支
1
7
邦
仁
よ
・

9τ
匝
々
で

り

あ
る
。
少
し
〈
古
い
記
鋭
だ
が
、
一
九
一

O
年
常
時
の
現
蚊
で
は
左
の
如
〈
佼
雑
し
た
も
の
で
め
っ
た
同

-
困
枕
H
A
市
町
村
枕
た

h
し
も
の
|
|
バ
I
J
7
y
、

ク
セ
ン
大
候
圏
、

へ
?
セ

y

、
メ

p
v
y
プ

W

ヒ

V

品
芦
品

F

Y
、

F
p
v
y
プ

w
F
E
ス
ト
レ
リ
ツ
ツ
、

ザ
タ
セ
ン
コ
プ
U
Y

ヒ
ゴ

1
夕
、

U

Y

A

ヲ
U
F

ヅ
プ
U
F

グ
U

F

1

r
w
F
且
タ
ヲ
ト
、

7

U

F

デ
ッ
夕
、

y
ュ
ペ
ヅ
夕
、

.
y
v
J
Y
、
ρ

ン
プ
w
y

グ
、

ロ

4
2
ユ
y
グ

v
y
S
且

1
.

薗

捜

第

規

犬

勧

論

第
二
十
八
巻

九
五

ザ
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犬

第
ニ
十
久
容

::h. 
プミ

四

部
ニ
揖

諦

裳
2
市
町
村
枕
及
郡
税
正
し
た
る
も
の
|
|
プ
ロ
イ
セ
ン
、

品
岡
税
Z
し
た
る
も
の
|
|
ロ
イ
見
具
W
-
プ
レ
ソ
ニ
エ

1
、

4
市
町
村
松
ご
し
た
る
も
の
|
|
バ
イ

E

F

ン
、
グ
品
ケ
プ
ン
ペ
b
F

ヒ、

松

前

U
V

ヤ
ヲ
ン
プ
W
J
F
η
ノ
ッ
ペ
、

オ
U
F

デ
ン
プ
炉
グ
、
プ
ラ
ョ
ウ
J
Y

v
z
ワ
イ
ヒ
、

ず
グ
セ
ン
ア
戸
ア
ン
プ
U
F

グ、

ジ
ュ
ワ
U
F

ヅ
プ

y
r

ザ
ク
セ

Y

マ
イ
ニ

Y

グ
ン
.

ア
y

ρ

U

F

ト、

且

Y

サ
A

P

1

ト
リ
ン
グ
y
.

プ
ン
ダ

1
A
?
?
ぜ

y

、

D
市
町
村
救
貧
剛
健
税
ご
し
た
る
も
の
|
|
ザ
タ
セ

y
王
閥
、

6
市
枕
・
嵐
税
子
し
た
る
も
の

1
1
9
7
ぺ、

外
客
て
凶
枕
ご
し
て
行
は
れ
現
仁
市
町
村
枕
己
な
る
も
の
|
誌
(
一
人
人
入
|
l
九
年
来
)
、

は
市
町
村
枕
ご
な
る
も
の

1
1備
哨
伊
瑚
填
叫
臼
-
哨

仁
府
脱
税
又
は
市
町
村
税
ご
す
る
も
の
|
|
日
本
、

，，、
B
理
論
ー
ー
さ
で
理
論
上
は
何
う
か
ご
い
ふ
ご
.

い
凶
税
ょ
、
り
も
地
方
税
に
過
す
ご
せ
ら
れ
る
(
出
ニ
主
G

共
理
由
は

何
一
般
に
地
方
就
に
潤
す
と
す
る
も
由

-2テ
ー
ブ
ル
は
、
金
盤
上
暗
示
さ
る
る
結
論
は
、
此
種
目
稚
を
山
車
る
だ
け
地
占
税
と

す
る
ζ

と
正
と
鵠
L
、
ベ
ラ
フ
エ
ル
デ
ス
も
.
此
極
的
殺
の
骨
目
的
的
賀
行
口
佐
々
に
し
て
一
府
且
〈
地
方
組
の
範
囲
に
て
行
は
る
る
を
得
と
鵠

“
 

L
、
シ
ル
ラ
ス
も
、
此
輔
自
殺
同
稀
な
る
例
制
肝
を
以
て
地
方
帽
に
一
層
櫨
す
る
と
話
す
。

(
駐
↑
一
七
)
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何
特
に
市
町
村
粧
に
越
す
と
す
る
も
の

i
lロ
V
シ
ヤ

l

H
此
種
白
殺
は
闘
車
よ
り
は
市
町
村
に
趨
ナ
と
錯
し
、
ェ
ー
ベ
ル
ヒ
は
、
此
種
山
稀
は

〉a
 

市
町
村
に
越
す
と
錯
し
.
ツ
エ

1
ヲ
ー
も
、
犬
枕
は
闘
枕
よ
り
も
市
町
村
枕
た
る
に
越
す
と
錦
す
叫

-
此
秘
的
謀
税
物
件
的
性
質
上
|
|
其
献
積
物
件

ω佐
賀
が
会
〈
各
地
方
的
に
分
別

L
得
る
も
の
で
、
掴

や
煙
草
な
ド
と

ω
や
う
な
物
よ
h
も
地
方
枕
り
物
件
た
る
に
適
す
る
は
勿
論

ω
こ
正
、
馬
や
車
な
ど
よ
h
も
、
よ
b

多
〈
、

地
方
的
に
分
別

l
得

t
、
地
方
税

ω物
件
た
る
に
泊
す
る
ご
い
ふ
こ
ご
が
あ
る
。
馬
や
車

r
z
一
地
方
の

其
が
他
地
方
に
て
も
動
か
さ
れ
て
其
蕗

ω
世
話
に
な
る
ピ

ν
、
品
、
己
が
ゐ
品
。
然
ゐ
仁
犬
r
t
一
地
方
山
り
が
他
地

方
に
ま
で
も
往
〈
ニ
正
が
会
〈
な
し
ご
は
い
ヘ
な
い
が
、
配
岬
ゃ
車
ほ
ど

t
は
な
〈
、
殆
ん
ど
其
飼
宵
地
限
b
の
も

の
r
t
h
l
へ
る
Q

此
山
り
如
き
も
の
も
園
枕
芭
し

τ
謀
し
得
耐
の
で
は
な
い
が
、
国
税

E
L
τ
は
他
に
謀
税
物
件
を

見
出
す
こ
正
が
容
易
に
の
に
、
地
方
に
て
は
大
値
、
其
仁
池
胡
な
る
物
件
の
乏

L
い
所
で
め
る
か
ら
、

せ
め

τ芸

に
通
切
な
物
件
な
h
E
b
之
を
地
方
に
委
か
し
た
が
良
い
ご
い
ふ
-
』
正
に
な
る
O

H
，
此
枕

ω円
的
上

l
l警
察
政
策
上

ω関
係
炉
ら
し
て
も
、
地
枕
を
地
方
枕
ど
し
た
が
趨
切
に
ご
い
ふ
司
』

正
が
ゐ
る
(
註
ニ
八
)
O

犬
枕
は
回
早
に
財
政
牧
入
上

ωみ
で
な
〈
、
警
察
取
締
的
上
か
ら
も
設
〈
ぺ
き
こ
ご
は
前
に
い

ふ
た
通
り
ピ
が
、
既
に
犬
枕
に
此

ω如
、
き
目
的
が
存
す
る
以
上
は
、
之
を
岡
税
正
す
る
よ
り
は
、
時
同
袋
行
政
を
携

賞
す
る
地
方
凶
慨
に
任
か
す
の
が
、
共
取
締
行
政
を
行
ふ
に
池
切
た
り
得
る

ωみ
で
な
〈
、
他
面
仁
、
待
た
る
牧

入
に

τ其
仔
政
帆
質
的
少
〈
ご
も
一
部
を
充
た
す
に
足
る
さ
い
ふ
ニ
ご
に
な
る
。

誼

錠

肱

第
ニ
十
人
止
せ

査

丸
七

第

韓

犬

前
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論

識

式

続

第
二
十
A
巻

一
丸
λ

歯

第

貌

~ ，、

{
健
二

A
)

前
出
註
一
ー
丸
歩
閥
、
ロ
ク
シ
ア
ー
は
、
犬
阻
止
地
方
揖
と
す
る
と
き
に
、
公
衆
自
身
が
監
督

E
一
府
多
〈
助

f
る
と
い
ふ
て
居
あ
が
、

ピ
ル
ン
パ
ウ
ム
は
・
犬
積
は
図
説
と
し
て
よ
り
も
市
町
村
軸
と
し
て
適
す
る
の
週
山
と
凡
て
、
之
が
賦
謀
、
行
政
、
及
特
に
監
督
が
大
闘
に
於
て

よ
り
も
市
町
村
に
於
て
、
一
厨
姐
切
に
行
は
る
る
を
得
る
か
ら
・
と
い
ふ
ζ

と
を
事
げ
た
剖

3
此
枕

ω税
率
其
他
山
課
税
方
法
の
決
定
上
|
|
此
枕
金
泊
切
な
ら

L
む
る
錦
め
仁
は
、
会
図
一
準
正

1

(
 

る
よ
1
9
は
、
多
少
各
地
の
地
勢
、
生
業
・
慣
習
な
ど
に
服
じ
て
、
或
皮
ま
E
異
っ
た
も
の
ご
す
る
の
が
認
ま
し
い

(
品
ニ
J

丸
ν

。
此
見
地
か
ら
し

τも
、
之
を
闘
枕
正
す
る
」
hJ
は
、
地
方
税
E
し
た
方
が
良
い
正
い
ム
ニ
ご
に
な
る
o

そ
し
て
其
は
小
闘
に
於
て
よ
・
り
も
大
国
に
特
に
営

τ俄
ま
る

E
=日一〉
C

(
健
二
九
)

ツ
エ
ラ
ー
は
、
此
部
地
方
税
に
過
す
る
坦
山
之
し

τ、
此
柏
田
高
さ
が
主
と

L
て
内
務
行
政
ょ
の
考
察
に
か
か
り
、
共
同
岨
に
揚
成
的

事
山
知
、
共
同
住
居
拡
盟
、
場
島
山
田
氏
さ
轄
に
よ
り
て
持
る
か
ら
是
い
ふ
ζ
と
を
卑
-n
い

(
量
三
O
)

シ
ユ

I

4
ル
ト
は
、
犬
枯
d
u
地
ゆ
枯
に
遡
す
と
い

Z
原
則
は
、
特
に
大
闘
に
常
る
。
凪
に
て
は
各
地
内
特
段
な
る
世
帯
情
が
場
蕗
的

ι曜

に
N
b特
性
及
川
海
栓
蹄
件
す
ゐ
と
い
ふ
。

川
、
此
枕
り
税
収
入
上
|
|
北
秘
的
川
収
入
が
所
詮
、
零
柿
な
も
の
で
あ
っ
て
、
品

ω如
き
も
の
ま
で
も
閣
税

枚
入
の
中
に
入
れ
る
の
は
、
圃
枕
政
策

E
L
τ
は
む
し
ろ
採
ら
ぬ
こ
芭
で
あ
b
、
施
ふ
て
地
方
ご
し
て
は
此

ω如

き
も
り
を
拾
ふ
外
な
い
し
、
国
ご
し
て
も
叉
之
を
初
め
よ

h
地
方
税
ご
す
る
の
方
針
を
取
る
の
が
選
む
〈
き
で
あ

る
へ
詰
三
一
}
。

(Ez--} 
ユ
ツ
ナ
は
、
比
種
砧
位
通
例
、
倒
値
少
き
酷
で
あ
っ
て
、
地
方
行
政
に
香
か
き
る
る
と
混
し
、
タ
ラ
イ
Y
A
V

晶
ヒ
タ
ー
は
、
岡
家
か
ら

~"，，:yer_ nn5i Urban. pie Wiener Gemeindeabgaben. :2: Aufl. S目 176•
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謀
枕
さ
れ

f
会
出
来
事
又
は
物
姐
に
枕
を
鵡
す
る
と
せ
ば
、
地
方
同
値
は
最
白
山
に
行
跡

L
得
る
が
、
此
の
如
脅
も
申
は
、
あ
ま
り
多

4
は
な

い
。
何
ん
と
な
れ
ば
岡
山
訴
は
多
少
著
L
e
牧
入
を
ず
る
礼
込
あ
る
、
暗
ん

l'
凡
ペ
て
山
も
山
を
謀
柑
す
る
か
ら
。
そ
し
て
此
に
川
姐
と
な
る
の

〉

は
犬
附
与
だ
と
い
て
訟
で
肘
る
叶

此
り
如
〈
に
し

τ此
杭
が
地
方
税
記
さ
れ
た
ピ

L
て
も
、
之
を
全
然
‘
地
方
仁
放
任
司
る
ご
い
ふ

ω
で
は
な
く
、

或
市
山
土
で
岡
山
泳
り
統
制
に
服
す
ぺ
き
も
川
り
に
ご
い
ふ
ζ

芭
は
、
他
的
地
方
税
ご
h
同
慌
で
、
殆
ん
ど
い
ふ
を
待
た

ぬ
ご
ご
で
ゐ

ι{山山
三
一

)
O

レ
ユ

1
4
ル
は
、
釦
論
、
地
方
山

H
正
に
は
あ
ま
り
に
市
古
川
つ
詰
時
的
た
訓
砧

E
抑
制
す
る
が
幼
的
に
、
北
制
川
出
町
か
る
べ
品
目

(
鮭
一
品
ニ
)

伺

だ
と
純
白

L
T
肘
る
の
は
引
拡
て
あ
る
。

ろ
地
方
税
己
し

τ.
市
町
村
枕
よ
h
も
む
し
ん
府
腕
枕
仁
越
す
る
-
』
己
|
|
誌
は
此
枕
に
湖
特
h
h

る
衡
生
警

察
上
凶
行
政
が
主
正

L
て
府
聯
に
存
す
る
場
合
に
は
、
之
ピ
関
係

ω
深
い
犬
税
は
、
課
税
技
術
上
、
府
腕
枕
芭
し

τ、
共
枚
税
部
に
て
共

ω警
察
部
Z
提
携
し
て
課
税
を
行
ふ
の
が
一
府
適
切
で
あ
h
、
脱
漏
、

二
重
取
な
H
C
を
避

け
る
に
足
る
。
市
町
村
枕
を
会
〈
否
定
す
る

ωで
は
な
い
が
、
市
町
村
枕
は
む

L
ろ
府
脱
税
に
濁
し
て
の
附
加
税

Z
す
る
仰
が
選
む
べ
き
で
あ
る
。

二
犬
枕
の
課
税
物
件
l

|

付
課
税
物
件
其
も
り
の
根
本
問
題
|
|
犬
税
に
つ
い
て
は
各
筒
の
犬
其
も
の
を
課
税
物
件
E
す
る
か
、
犬
の
所

持
又
は
制
養
卸
も
或
人
が
犬
を
飼
ふ
-
』
芭
を
課
枕
物
件
ど
す
る
か
が
問
題
ピ
な
る
。
衛
生
嘩
円
察
上
の
見
地
か
ら
い

論

議

七

:J::. 

積

第
二
十
八
容
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論

議

-J::.. 

枇

論

第
二
寸
八
棒

O 
O 

第

脱

A 

ふ
言
、
各
佃
の
犬
其
も

ω
Z
し
な
〈
で
は
な
ら
ぬ
。
併
し
脊
修
課
税
又
は
少
〈
ご
も
消
費
課
税
の
見
地
か
ら
い
ふ

正
、
犬
を
飼
ふ
ニ
ピ
を
諜
枕
物
件

E
L
た
が
良
い
己
い
よ
こ
己
に
な
る
ω

が
質
際

ω犬
税
は
貨
は
此
二
の
見
地
を

粂
ね

τ居
る
か
ら
一
方
仁
偏
し
な
い
や
う
に
す
る
よ
り
外
な
い
。
随
ふ
て
何
れ
を
主
ざ
し
て
も
、
多
少

ω例
外
を

一
の
犬
を
甲
か
ら
乙
仁
移
し

の
つ
-
』
正
に
な
り
、
随
ふ
て
他
り
見
地
を
も
併
せ
考
慮
す
る
こ
ご
に
な
る
o

例
之
、

に
正
き
仁
仏
、
第
一
の
見
地
か
ら
い
ふ
正
、
甲
を
課
税
さ
れ
た
以
上
は
、

業
期
間
内
は
、
最
早
乙
に
て
は
課
税
せ

自
己
い
ふ
こ
正
に
な
る
が
、
其
二
児
地
か
ら
い
ふ
己
、
甲
、
乙
、
双
方
に
て
課
税
し
て
可
ご
い
ム
二
ご
に
な
る
。

又
甲
己
い
ム
人
一
炉

a
ご
い
ム
犬
を
失
ひ
、

b

ご
い
ム
犬
を
新
に
代
h
ご
し

τ飼
っ
た
ご
き
は
、
第
一
児
地
hr
ら
い

ふ
ピ
、

a
に
つ
い
て
も
b

に
つ
い
て
も
謀
枕
き
れ
な
け
れ
ば
な
ら
泊
-

M

正
に
な
る
。
が
第
ニ
的
見
地
か
ら
い
ふ

ピ
.
甲
が

a
に
せ
よ
b
に
せ
よ
一
匹
に
り
を
制
ワ
た
ご
す
れ
ば
、

既
に

a
に
つ
き
沸
つ
柁
以
上
は
、

最
早
b

に
つ

、
喝
さ
酬
明
ム
に
及
ば
凶
二
ご
仁
な
る
。
尤
も
此
場
合
犬

ω
利
料
開
附
慣
他
に
よ
'
り
差
等
づ
り
を
し
て
課
税
す
る
場
合
仁
は
、

差
増
額
に
り
山
追
加
融
枕
は
必
要
に
な
る
。
践
で
右
い
ふ
如
〈
ニ
の
見
地
を
加
味
す
る
が
必
要
で
も
ゐ
b
、
且
つ

重
復
制
叫
税
を
成
品
ぺ
〈
越
は
た
し
ご
の
根
本
州
酬
も
ゐ
っ
て
、
結
局
、
前
記
第
一
例
に

τは
む
し
ろ
第
一
見
地
に
従

ひ
、
第
二
例
に
ゐ

b
て
は
第
二
見
地
に
従
ふ
こ
正
、
す
る

ωが
池
宮
り
蕗
佳
正
す
ぺ
き
で
ゐ
る
(
位
三
=
一
)
O

(
註
五
三
)

シ
ユ
!
ペ
ル
ト
は
.
課
税
技
噛
上
か
、
b
H
何
れ
の
原
則
(
犬
其
も
の
か
、
犬
を
持
っ
こ

E
b
)
に
て
も
蕗
誰
せ
し
め
る
。
犬
甜
に
て
考
慮

せ
ら
る
る
駄
盤
掛
築
上
自
且
地
に
は
、
各
倒
。
犬
出
恐
氷
山
削
山
可
能
的
患
者
と
し
て
之
に
課
紐
す
る
の
原
則
が
詰
る
て
あ
ら
う
。
骨

L
其
に
し
て



も
、
亡
く
な
っ
た
犬
山
代
り
と
し

τ備
へ
ら
る
る
犬
白
話
に
は
例
外
を
詐

:
E
u
m正
誌
だ
と
い
ふ
が
、
塊
岡
ず
ヰ
1
ン
の
犬
投
に
て
は
、
川
一

の
犬
出
制
柑
期
川
内
に
持
主
を
観
じ
て
も
、
新
し
き
机
税
義
務
を
止
じ
た
い
。

2
納
枯
掛
山
火
が
死
ん
て
其
代
り
に
同
一
持
主
か
ら
、
他
の
犬
が

〉
(

開

制
は
れ
た
と
脅
に
位
、
共
年
内
は
此
犬
に
ワ
き
制
松
義
務
な
し
と
な
ワ
て
居
る
。

)
 
B
其
泊
栂
的
範
囲

ω
問
題

1
l之
に
つ
き
て
は
通
例
左

ωこ
の
も
の
が
問
題
己
な
る
。
郎
も
、

(
 )
 
い
生
後
一
定
月
間
的
六
を
見
守
る
こ
己
|
|
犬
を
訣
枕
す
る
ビ

Lτ
生
殺
直
に
之
を
課
税
す
る
古
い
ふ
の
は

(
 

酷
に
失
す
る
o

飼
主

ω負
指
E
し
て
過
大
言
な
る
的
恐
も
あ
h
二
且
つ
恐
水
病
的
可
能
性
も
乏
し
き
も
の
だ
か
ち

之
を
見
千
る
を
穏
嘗
ご
し
、
且
つ
質
際
に
も
卦
を
普
通
事
芭
す
る
(
註
三
四
)
。

U
V
1
1
4
ル
ト
肝
一
九
一

O
年
常
時
の
拙
謹
弁
邦
内
穴
際
に
つ
奇
削
，
へ
た
虞
で
は
、
コ
一
乃
至
凹
筒
月
米
両
の

E
兜
ず
る
の
が
油
例
だ
と

い
ふ
。
そ

L
て
ゲ
ヰ
l

シ
内
枕
訟
で
は
此
が
ニ
一
筒
月

τあ
り
、
革
凶
訟
に
て
は
六
倍
月
と
な
る
町

引
用
途
に
依
る
免
税
1
ー
も
問
題
ご
な
る
。
例
之
、
調
逃
に
例
の
あ

h
し
如
〈
、
畠
T

術
試
験
用
の
犬
、
訓
育

M
 

所
在
所
中
の
犬
山
如
き
も
の
を
見
守
る
も
良
か
ら
う

L
、
或
は
牧
畜
周
の
犬
牽
車
用
の
犬
を
見
守
る
も
良
か
ら
う

(
桂
三
回
)

が
、
併
し
品
悼
の
二
者
に
な
ら
ど
他
的
用
途
己
の
隠
別
が
多
少
困
難
に
な
り
、
随
ム
て
課
税
技
術
上
は
多
少
六
っ
か

L
〈
な
る
ご
い
ふ
ニ
己
が
め
b
、
む
し
ろ
之
に
は
租
税
に
止
め
る
仰
が
得
策
か
も
知
れ
な
い
(
陸
一
三
息
。

(
位
三
五
)
ピ
リ
シ
ス
キ
ー
は
、
書
問
凱
に
て
繋
い
だ
番
犬
を
克
ず
ペ

L
M』い
S
て
吊
る
が
此
は
其
に
及
ぶ
ま
い
。

三
犬
税
の
納
税
義
務
者
|
|
に
う
い
て
は
A
所
有
者
ご
す
る
か
飼
主
正
す
る
か
が
根
本
問
題
ご
な
る
が
、
所
有
の

/置、

)
 

郡
山
明
は
函
倒
で
ゐ
る
が
ら
。
む
し
ろ
飼
主
・
己
す
る
の
が
選
ひ
ぺ
き
で
あ
る
(
性
三
六
)
O
B
ぞ
れ
か
ら
此
に
つ
き
一
定

(
 

ニ
O

一

論

鑑

犬

車止

諭

第
二
十
λ
を

第

貌

ブL
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論

議

犬

第
二
十
入
品
世

積

論

O 

第

観

。

の
消
極
的
範
囲
の
定
め
ら
る
べ
き
こ
正
は
い
ふ
を
待
た
向
。
例
之
、
図
家
、
地
方
闘
盤
、
君
主
及
英
一
族
、
外
岡

使
出
・
盲
者
・
貨
獲
・
外
来
者
(
偶
々
数
日
間
滞
在
の
)
、
犬
商
人
等
の
犬
並
に
銑
に
納
税
し
た
る
人
の
代
り
犬

(
一
の
犬
を
己
ぴ
た
る
後
の
)
の
如
き
で
あ
る
(
説
三
七
)
。

(
註
三
氏
)

シ
品

l
ペ
ル
ー
は
、
持
主
を
義
務
者
と
す
る
こ
と
止
排
L
、
共
理
山
と
し
て
所
有
事
情
の
詮
明
は
往
々
に
し
て
間
航

E
蹴
踏
に
結
村
〈

3
 
M
 

か
ら
と
い
ふ
O

)
 

ν
品

1
・
ヘ
ル
ト
の
揃
通
告
邦
山
犬
祉
研
究
に
依
る
と
各
地
に
行
は
る
る
も
由
と
し
て
1
公
共
的
苦
成
か
ら
特
に
闘
法
的
及
剛
際
法
的
理

(
 

}

}

)

 

山
か
ら
の
免
除
{
外
岡
使
目
、
君
主
比
一
族
.
士
川
内
犬
)
、

2
武
人
の
給
品
目
免
蹄
、

3
外
出
入
山
犬
の
先
除
、

4
1代
り
犬
山
一
免
除
な

rを
棋
げ

(

(

(

 

て
肘
る
が
、
中
に
つ
き
、
川
何
醐
快
M
D
犬
白
畑
き
は
衛
生
僻
綾
上
内
見
地
か
ら
は
鴻
枕
し
て
可
と
の
考
も

ιる
ピ
あ
ら
う
し
、
食
人
目
場
骨
に
は

凡
べ
て
止
免
ず
る
に
及
ば
「
共
山
特
に
不
具
者
た
る
場
合
白
与
を
弛
じ
た
が
呼
か
ら
う
。
向
ほ
ず
十
1

ン
山
口
犬
枯
に
て
は
、

υ闘
及
市
町
村
出

{
 

公
共
行
政
川
に
快
ふ
犬
、
引
円
附
の
陣
約
に
抗
告
又
は
間
際
訟
の
原
則
に
部
き
免
柑
せ
ら
る
る
入
山
犬
、
的
動
物
保
説
協
合
に
於
て
其
定
款
上
山
目

i

(

 

的
を
賀
行
す
る
斜
め
に
持
つ
犬
、
り
共
白
ら
の
不
共
山
総
め
に
強
制
に
犬
を
品
川
と
す
る
盲
人
川
被
兵
、
間
前
却
及
川
川
宵
曲
川
誌
に
持
つ
犬
に
つ

(
 

鈎

き
管
業
地
あ
る
動
物
向
人
を
兎
ず
。
働
誌
に
て
は
官
人
目
指
内
犬
、
職
九
γ
貫
傷
者
。
犬
を
免
ず
。

(駐

E
t』

四
犬
税

ω課
税
標
準
及
税
率
的
定
的
方
|
|

は
い
定
額
税
|
|
凡
ぺ
℃
の
犬
い
い
一
率

ω殺
を
牒
ず
る
も

ωで
、
賞
仔
上
の
便
宜
に
は
最
泊
円
炉
、
利
税
ご
し
て

は
不
会
中
至
極
り
も

ωで
ゐ
る
叫
尤
も
衛
生
笹
山
梨
上
山
取
締
古
い
ふ
こ
芭
に
重
き
営
庭
付
ば
忍
び
得
る
。
で
之
仁

賛
成
者
も
あ
れ
ば
註
三
八
)
、
質
例
も
ゐ
る
(
政
一
一
一
九
)
O

(健--一八)

》国

ツ
エ
ヲ
ー
は
、
犬
枯
に
は
問
中
一
耽
唱
が
組
む
べ
き
も
の
だ
と
い
ふ
@
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(
註
=
一
丸
}

伯
林
白
一
八
三

O
年
白
犬
枕
則
て
は
一
一
世
九
思
克
で
あ
っ
た
し
、
共
が
一

λ
丸
二
年
に
一
匹
二
十
馬
克
に
引
上
げ
ら
れ
た
と
い
ふ
ζ

と

で
あ
り
、
英
国
に
て
は
一

λ
五
一
-
一
年
に
凡
べ
て
の
犬
に
同
額
枕
十
ニ
芯
が
掠
川
せ
ら
れ
た
。
グ
ヰ
l

y
回
現
行
犬
枕
は
一
一
世
十
二
志
て
あ
り
、
シ

品
1
ベ
ル
ト
に
山
田
る
と
、

丸
一

O
年
館
時
、
描
識
に
て
定
制
犬
粧
の
行
は
れ
た
の
は
、
内
ツ
セ
ン
、
メ
タ
レ
ン
プ
ル
ヒ
シ
ユ
ウ
品
り
シ
、
メ
タ

レ
ン
プ
ル
ヒ
ス
ト
レ

9
ッ
、
ゴ
ー
タ
候
聞
だ
と
い
ふ
が
、
其
上
り
少
し
後
れ
亡
一
九
}
四
年
白
ピ
ル
シ
パ
ウ
占
内
報
時
に
依
る
と
、
耐
抱
地
方
枕

に
し
て
定
額
犬
枕
で
あ
っ
た
白
は
、
へ
ヅ
セ
ン
、
ゴ

1
タ
候
闘
‘
ザ
ク
セ
ン
コ
プ
ル
ヒ
、
に
於
げ
る
闘
柑
へ
の
附
加
壮
、
ず
品
ル
テ
シ
イ
ル
ヒ
、

ザ
ク
セ

y
ア
ル
テ
Y
7
h
w
グ
、
り
ツ

4

p
品
ベ
ヲ
ク
昭
一
地
方
特
別
酷
、
ザ
ク
生
γ
自
曲
賞
世
、
ア
ジ
円
ル
ト
山
r
u
u
J
y
v
a
v
p
ω
地
方
耕
だ
と
い
1

9
 
5
 

ふ
ζ

と
だ
。

B
階
級
税

い
用
途
に
依
る
階
級
枕
|
|
前
法

ω如
(
千
福
一
率
に
課
す
る
の
で
は
ゐ
ま
ら
に
不
公
平

r
rい
ふ
の
で
、

滋
に
簡
単
な
が
ら
獄
犬
及
び
娯
楽
犬
ピ
番
犬

t
畿
利
用
山
犬
Z
位
に
分
け

τ若
干
の
階
級
を
立
て
る
ご
い
ふ
方
法

が
現
は
れ
た
。
此
に
は
其
1
7
綴
が
多
少
一
賀
行
雛
で
ゐ

h
S四
O
)
、
其
唖
岬
め
却
っ
て
或
不
必
卒
ご
も
な
る
古
も
い
は

れ
る
が
、
併
し
会

4
地
が
打
勝
つ
べ
か
ら
古
る
も
の
で
も
な
〈
(
駐
四
二
、
会
〈
分
級
せ
旧
制
不
日
常
一
中
仁
比
す
れ
ば
忍

び
得
る
不
会
卒
で
あ
る
の
み
な
ら
す
、
経
済
政
策
上
‘
警
察
行
政
上
か
ら
い
ふ
て
も
鰭
議
し
得
る
の
で
、
む
し
ろ

最
も
糊
む
べ
き
も
の
さ
恩
は
る
川
(
蝕
凹
ニ
)
O

(
陸
回
O
)

ク
匹
目
プ

1
位
、
犬
を
飼
ふ
こ
と
を
持
主
白
替
刺
行
錦
に
よ
り
略
件
せ
ら
る
る
も
の
主
且
る
が
、
番
犬
と
し
て
必
誕
の
も
の
と
見
る
か
、

岩
静

mb」
見
る
か
に
よ
明
て
粧
配
分
級
ず
る
乙
と
は
究
行
よ
大
な
困
難
に
陥
る
と
錯
し
、
グ
ヲ
1
フ
も
、
瀧
犬
寄
静
用
犬
ー
と
需
誕
犬
と
C
匝
別
は

貨
際
に
は
大
古
困
難
に
祖
ふ
と
い
品
。

前

鍍

第
Z
続

犬

i揖

輸

第
二
十
λ
巻

O 
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歯

第
二
擁

シ
A

1

4

ル
ト
は
、
匝
別
出
倣
妙
て
な
い
た

ι印
刷
良
行
上
、
打
勝
つ
べ
か
ら

f
る
困
難
は
存
せ
白
と
い
ふ
叫

第
=
十
A
巻

韓

犬

O 
回

星島

論

(
陸
回
ご

(
陸
田
=
)

仰
固
に
て
は
各
市
町
村
は
法
律
に
定
め
ら
れ
た
る
品
商
品
低
限
内
に
で
政
府
白
許
可
を
仰
で
定
め
る
が
、
法
律
に
て
は
先
づ
市
町
村
の

佐
民
世
に
よ
り
三
級
に
分
ち
た
る
上
に
て
、
叫
に
娯
柴
犬
か
、
機
犬
か
、
番
犬
か
、
他
磁
の
も
の
か
に
上
り
て
出
品
川
す
。
最
同
却
枕
は
人
口
二
十

五
高
以
よ
山
市
に
於
げ
る
媒
融
市
犬
に
て
四
十
法
だ
と
い
ふ
こ
と
て
あ
り
、
レ
ユ

I
4
ル
ト
白
一
九
一
円
一
年
白
描
過
に
就

ν
て
闘
ベ
た
地
.
て
は
此
別

企
分
紙
訟
が
、
ロ
イ
ス
£
ル
一
ヌ
レ
リ
ニ
エ

l
(
番
大
且
管
業
川
一
馬
克
、
挽
川
大
島
克
、
北
他
九
馬
克
)
、
ザ
タ
セ
ン
ヲ
イ
マ

l
ル
、
ロ
イ
九
ユ
ン

ゲ
レ
リ
=
品

i
、
ワ
ル
J
T
ツ
夕
、
シ
ユ
ワ
ル
ツ
プ
ル
グ
ル
1
ド
ル
ス
タ
ツ
ト
広
行
は
れ
と
た
い
ふ
こ
み
」
て
あ
り
.
ピ
ル

y
パ
ウ
ム
由
一
九
一
四
年

@
制
て
は
ロ
イ
九
五
ル
テ
レ
リ
2
1
1
む
地
方
に
於
け
る
幽
松
附
加
秘
、
ロ
イ
気
品
シ
ゲ
レ
=
リ
エ
1
.
シ
ユ
ワ
ル
ツ
プ
ル
グ
ル
1
ド
ル
λ

タ
ツ

叫

11
ザ
グ
七

Y

ワ
f
マ
ル
山
弁
地
方
特
別
枕
に
此
法
が
行
は
れ
た
と
い
ふ
乙
と
だ
。

)
 
ゐ
大
の
柿
類
に
依
る
階
級
枕
|
|
詳
し
〈
い
ふ

t
・
共
性
、
年
齢
、
和
(
従
雑
な
る
)
に
よ
h
T砂
級
す
品
の

(
 

で
あ
る
が
、
比
が
精
密
に
行
は
れ
た
ら
租
税
ざ
し
て
も
一
一
暦
公
卒
に
な
り
.
叉
警
察
政
策
共
他
的
政
策
上

ω
目
的

に
も
池
う
で
ゐ
ら
う
が
、
賀
行
上
あ
ま
b
に
煩
雑
ご
な
り
、
却
っ
て
辿
脱
、
恋
意
を
生
じ
て
不
n
世
話
・
な
る
結
旧
端
正

も
な
る
の
で
、

ゐ
ま
り
糊
め
る
こ
古
は
出
来
な
い
(
詰
凹
一
ユ
)
O

英
岡
山
一
七
丸
山
れ
年
山
古
い
犬
枕
に
て

H
犬
の
抑
制
止
艶

E
に
よ
り
て
分
級
さ
れ
た
山

(
註
岡
=
一
)

は
犬
山
町
大
苫
に
依
る
階
級
税
|
|
比
は
詳
し
〈

ν
ふ
と
其
高
さ
の
寸
法
に
依
b
H
T
級
す
る
も
の
だ
が
、
此
は

大
な
犬
b
z
有
っ
こ
古
川
r
大
館
に
於

τ
一
一
肘
賛
深
だ
ご
い
ム
ニ
己
も
あ
っ
て
、
消
費
課
税
の
趣
旨
に
合
す
る
し
、
其

は
又
一
一
般
危
険
性
大
な

b
ご
し
て
衛
生
管
察
上
の
目
的
に
も
麹
ふ
の
で
採
ら
る
る
o

其
上
に
も
此
仁
は
諜
税
技
術

も
簡
堕
で
行
ひ
易
い
古
い
ふ
こ
さ
も
め
る
(
計
四
制
)
C
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(
位
四
回
)

シ
A
1
4
ル
ト
由
一
丸
一

O
年
目
調
に
依
る
と
、
ハ
ン
プ
ル
ヒ
の
市
直
に
て
は
、
盤
、
用
迭
の
外
に
、
犬
山
一
一
両
さ
に
依
る
課
税
を
も
加

時
し
た
。
ピ
ル
ン
バ
ウ
ム
白
-
九
一
四
年
目
翻
て
は
メ
ク
レ
ン
プ
ル
ヒ
シ
ユ
ウ
且
ヲ
シ
田
地
方
精
が
犬
の
用
注
白
井
、
大
さ
に
よ
り
て
分
級

L
、

〉

プ
レ

I
マ
l
ハ
ー
フ
晶

y
、
フ
エ
ゲ
ザ
ア
夕
刊
か
、
監
白
一
件
、
大
さ
を
標
泊
・
と
し
て
分
粧
し
た
α

い
市
町
村
の
大
古
に
依
る
階
級
税
|
|
此
は
闘
・
府
脈
ご
い
ふ
や
う
な
庚
い
匝
域
に
て
行
ふ
冒
と
し
て
の
階
級

別
で
あ
る
が
.
卸
も
大
市
は
小
市
よ
'
り
も
、
小
市
は
田
舎
よ
り
も
高
〈
定
め
る
の
で
あ
る
。
此
は
脊
修
消
費
課
税

ω鵠
旨
か
ら
は
、
大
都
市
一
千
犬
を
有
つ
の
は
脊
修

rが
、
問
品
向
日
九
百
比
較
的
仁
志
う
で
な
い
傾
ゐ
h
E
W
ム
一
ニ
ι

に

τ帥
附
議
せ
ら
れ
る
し
、
衛
生
警
察
上
、
大
都
市
ほ
ど
一
居
、
有
害
な
る
病
気
体
掃
の
危
険
が
大
い
ご
い
子
』
ご

か
ら
し
て
b
緋
越
し
得
る
註
岨
訓
)
。
此
中
に
つ
き
、
第
二
の
論
鮎
は
縮
か
に
然
h
で
あ
る
が
、
併
し
第
一
の
貼
か

ら
し

τ、
斯
〈
断
定
し
得
る
や
に
は
疑
問
ゐ
h
ノ
ピ
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
且
つ
此
磁
別
に
は
多
少
恋
意
が
件
ひ
、

階
級
の
分
界
鮪
に
近
い
蕗
に
は
不
凪
両
手
を
生
中
る
を
兎
れ
ぬ
(
詑
囲
内
、
。

A

位
四
五
}

グ
ラ

1

7
は
、
バ
イ
孟
ル

ν
に
於
け
る
此
稲
内
世
分
は
租
制
上
、
特
に
世
俗
紐
的
の
唱
雌
か
ら
で
な
〈
て
、
む
し
ろ
街
止
締
察
上
自
噌

慮
か
ら
定
め
ら
れ
た
の
だ
と
い
り
、
シ
ュ
，
』
ベ
ル
ト
は
、
ホ
ル
マ
シ
(
間
皐
者
)
白
融
に
依
り
て
、
此
が
恐
水
病
出
陣
防
白
鋼
生
上
自
考
慮
か
ら
山
ζ

居
る
。
何
回
』
と
な
れ
ば
人
口
が
一
市
川
利
に
長
(
集
ま
れ
ば
誌
ま
る
ほ

r、
此
病
誕
の
悼
描
山
危
険
が
大
い
ー
か
ら
と
い
ふ
て
貯
る
岬

(
陸
四
六
)

シ
品

l
ベ
ル
ト
四
一
九
一

O
H干
の
訓
に
て
は
、
此
が
バ
イ
エ
ル
シ
(
-
高
出
干

H
t
山
人
口
の
市
町
村
に
て
は
十
五
品
克
、
千
軒
百
人

Y よ
、り

ヨー

プ斑
pレ宜

ヒ千
、人

リま
晶て'
Fξ v.> 

ッ Jk

タ'"に τ
行は
I';t 7L 
恥馬

1=克島、

いコ

ふ百
乙人
と 治通
てら

あ千
り五、."千円
明3 人
幽ま
にて.

も白
混血
巳に

行て
Pま t立
札』

~ ;i 
!~ Yl 
』

と
t主
前
詫
四

重島
崎。

其
よ
り
も
小
い
描
で
は
三
馬
克
)
、
バ
『
戸

画面

議
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備

第
二
十
λ
巻

O 
穴

四

第

観

捜

犬

積

歯

C
従
贋
税
|
|
此
に
も
精
密
に
い
ふ
芭
各
犬
の
煩
値
目
比
例
率
を
課
す
る
こ
芭
も
出
来
る
し
、
之
に
累
進
率
を

課
す
る
こ
己
も
出
来
る
(
蝕
幽
七
)
O

此
は
何
れ
に
し
て
も
公
平
課
税
に
は
通
う
。
け
れ
Y
」
も
評
慣
が
面
倒
で
ゐ
る
か

ら
質
行
雑
で
あ
る
。

の
み
な
ら
中
衛
生
警
察
上
の
見
地
か
ら
し
て
は
此
を
採
る
的
は
無
意
味
で
ゐ
る
。

ペ一一
7

7

Z

ル
ヂ
ス
は
、
犬
枕
由
雄
申
は
倒
他
と
刷
盆
と
に
よ
り
て
呉
る
と
銭
し
、
ピ
リ
ン
ス
キ
ー
は
犬
は
単
組
的
に
操
せ
ら
る
ベ
き
も

叫

の
だ
と
い
V

ふ
て
居
る
巴

町
欽
に
依
る
旧
制
諮
課
税
1
1此
は
一
人
の
制
ふ
犬
山
放
の
多
く
な
る
仁
従
ふ
C
制
令
に
重
い
殺
械
を
課
す
る
の

で
あ
b
.

(
肱
回
セ
)

一
の
階
級
枕
ご
も
見
ら
晶
、
一
炉
、
併
し
其
階
印
刷
聞
に
刷
出
港
課
税
的
意
味
が
濃
厚
で
め
る
か
ら
、
軍
な
る

階
級
枇
正
は
悩
別
す
べ
語
も

ωが
ゐ
品
。
此
は
警
察
上
り
見
地
か
ら
は
説
明
苫
れ
泊
が
、
者
修
賞
制
山

ω
意
味
か
ら

し
て
は
‘
犬

ω飼
養
数
が
多
り
れ
ば
多
い
は
ど
賛
禅
に
正
い
へ
る
か
ら
、
比
見
地
に
於
1
糊
む
べ
き
も

ωで
ゐ
h

(
融
山
、
八
)
、
他
の
課
税
法
、
例
之
、
用
途
じ
依
る
階
級
税
E
結
合
し
た
ら
一
一
暦
良
か

b
ぅ
。
技
術
上
h
此
方
法
は
別

に
ム
ハ
ウ
か

L
く
な
い
1
0

但
し
僻
誌
な
る
人
家
の
稀
甜
仰
な
臨
じ

τは
多
数
山
番
犬
を
必
要
ピ

1
る
こ
ご
も
ゐ
'
p
・
牧

畜
朋
傘
引
則
的
犬
な
ど
仁
つ
い
V

て
は
多
〈
持
つ
か
ら
賛
静
己
も
い
へ
ぬ
も
の
が
め
る
か
ら
、
多
少
此
等
に
つ
曽
特

例

er設
り
る
の
は
必
要
で
あ
ら
う
(
融
山
川
do

m
 

(
位
幽
八
)
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
日
、
犬
同
事
政
と
い
ふ
と
主
同
#
停
を
一
市
す
と
い
ふ
副
尤
も
で
&
る
@

(
陸
四
九
)
シ
ユ

1
4
ル
ト
白
一
九
一

O
年
内
制
に
て
は
、
常
時
、
プ
レ
メ
シ
(
一
家
一
回
十
品
克
、
其
以
上
は
一
回
叫
に
一
一

t
品
克
可
ハ
ン
プ
ル

グ
間
合
固
に
有
は
れ
た
と
い
ふ
が
‘
ピ
ル
シ
パ
ウ
ム
由
一
丸
一
四
年
目
制
で
目
、
其
他
、
ブ
ラ
ウ
ン

ν
品
ヲ
イ
ヒ
白
地
方
靴
も
然
り
で
あ
り
、
シ
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ヤ
ウ

νプ
ル
グ
"
'
ク
4

中
の
プ
ユ
ツ
ケ
プ
ル
グ
。
シ
品
ワ
ル
ツ
プ
ル
グ
ゾ
シ
ダ

I
λ
n
F
O
ぜ
シ
中
白
ゾ
シ
ダ
l
-
h
ρ
9
ぜ
ン
も
総
切
で
あ
り
、
ザ

内

4

タ
セ
シ
マ
イ
品
シ
ザ
ン
に
て
は
、
市
町
村
田
人
口
般
の
外
、
犬
鑑
に
よ
る
。

結

一日H"

以
上
要
之
、
犬
税
は
者
修
課
税
目
的
吉
衛
生
警
察
上
山
目
的
ご
を
有
っ
た
、

一
の
直
接
消
費
税
ご
す
る
。
多
少

の
帥
腕
貼
も
あ
る
が
、
併

t
長
所
も
あ
・
9
・
存
在
の
理
由
は
ゐ
る
。
某
は
叉
岡
枕
た
る
よ
h
は
、
地
点
蔵
、
特
し
府

牒
税
た
る
に
過
し
、
飼
主
に
就
き
一
1
彼
が
其
を
飼
ふ
こ
ぜ
に
基
き

t
課
税
し
、
但
し
若
干

ω兎
税
範
園
を
設
け
る

の
は
至
憶
で
あ
h
・
そ
し
て
陳
税
標
準
及
税
率

ω定
め
方
ご
し
て
は
色
々
あ
る
が
、
中
に
就
き
て
も
用
途
に
依
る

の
を
中
心
ピ
し

τ、
市
町
村
の
大
吉
、
犬
の
大
害
、
犬
の
飼
獲
敷
な
Y
」
を
加
味
し
て
R
T
級
L
て
課
税
す
る
の
が
趨

賞
の
ゃ
う
で
ゐ
る
。

筒

離

第
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